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 当該事業場において現に行っ ている 事業に関する 事項

①

②

③

④

（ 日本工業規格　 Ａ 列４ 番）

特別管理産業廃棄物処理計画書

鹿児島県霧島市横川町上ノ ３ ３ １ ３
－１

株式会社　 アルバッ ク

0995721114

　 廃棄物の処理及び清掃に関する 法律第12条の２ 第10項の規定に基づき 、 特別管理産業廃棄物の
減量その他その処理に関する 計画を 作成し たので、 提出し ま す。

株式会社　 アルバッ ク 　 九州工場

霧島市横川町上ノ ３ ３ １ ３ －１事 業 場 の 所 在 地

工場長　 池田 良元

計 画 期 間

05　 製造業

売上高： 2400億円

391名（ 九州工場のみ）

１ ． 真空材料部品の表面処理及び分析後の廃液 → ｽﾄｯｸﾀﾝｸ →ﾀ
ﾝｸﾛ ﾘー でー回収（ ジャ パン ウ ェ イ ス ト ( 株) ） →中間処理（ 中和）
→ ﾌｨﾙﾀ ﾌーﾟ ﾚｽで固液分離→上澄みは洗煙水と し て利用→脱水汚
泥は、 ｾﾒﾝﾄ原料の一部と し てﾘｻｲｸﾙ（ 光和精鉱， ﾄｸﾔﾏ）
２ ． 汚泥→コ ン テナ及びド ラ ム缶へ保管→コ ンテナ及びド ラ ム
缶改修（ 九州北清( 株) ） →中間処理（ 1350～1500℃で焼却) →ス
ラ グは、 路床材やエコ ブロ ッ ク と し てマテリ アルリ サイ ク ル

事 業 の 種 類

事 業 の 規 模

従 業 員 数

特別管理産業廃棄物
の一連の処理の工程

（ 第１ 面）

　 ( 法人にあっ ては、 名称及び代表者の氏名)

事 業 場 の 名 称

2024年　 06月　 03日

令和6年4月1日 令和7年3月31日



特別管理産業廃棄物の処理に係る 管理体制に関する 事項

（ 管理体制図）

特別管理産業廃棄物の排出の抑制に関する 事項

【 前年度（ 年度） 実績】

t ｔ

（ こ れま でに実施し た取組）

【 目標】

ｔ ｔ

（ 今後実施する 予定の取組）

特別管理産業廃棄物の分別に関する 事項

管理責任者
　 ↓
特別管理産業廃棄物管理責任者
　 ↓
環境担当者

 ①現状

特別管理産業廃棄物の種類 別紙のと おり －

排　 　 　 出　 　 　 量 別紙のと おり －

電子マニフ ェ ス ト から 廃棄物の排出情報をイ ンプッ ト し 、 月ご と に種
類・ 量・ 処分費・ 運搬処分状況を把握管理し て環境パフ ォ ーマン ス デー
タ と し て年４ 回アルバッ ク グループによ る グロ ーバル環境管理委員会へ
報告し ている 。

－

現状維持。

①現状

（ 分別し ている 特別管理産業廃棄物の種類及び分別に関する 取組）

１ ． 廃酸， 廃液， 汚泥の廃棄物ごと に、 下記項目を 継続実施。
　 　 ・ 識別表示
　 　 ・ 保管
　 　 ・ 流出防止
２ ． 保管方法を 木箱から 鉄のコ ンテナ（ 通い箱） へ変更→鉛の漏出防
止。

②計画

（ 第２ 面）

( 今後分別する 予定の特別管理産業廃棄物の種類及び分別に関する 取組)

 ②計画

特別管理産業廃棄物の種類 別紙のと おり －

排　 　 　 出　 　 　 量 別紙のと おり

現状維持。

令和5



自ら 行う 特別管理産業廃棄物の再生利用に関する 事項

【 前年度（ 　 年度） 実績】

t ｔ

（ こ れま でに実施し た取組）

【 目標】

t ｔ

（ 今後実施する 予定の取組）

自ら 行う 特別管理産業廃棄物の中間処理に関する 事項

【 前年度（ 　 年度） 実績】

t ｔ

t ｔ

（ こ れま でに実施し た取組）

【 目標】

t ｔ

t t

（ 今後実施する 予定の取組 ）

別紙のと おり －

（ 第３ 面）

①現状

特別管理産業廃棄物の種類 別紙のと おり －

自 ら 再 生 利 用 を 行 っ た
特 別 管 理 産 業 廃 棄 物 の 量

②計画

特別管理産業廃棄物の種類 別紙のと おり －

自 ら 再 生 利 用 を 行 う
特 別 管 理 産 業 廃 棄 物 の 量 別紙のと おり －

－

①現状

特別管理産業廃棄物の種類 別紙のと おり

自 ら 熱 回 収 を 行 っ た
特 別 管 理 産 業 廃 棄 物 の 量 別紙のと おり －

自 ら 中 間 処 理 に よ り 減量 し た
特 別 管 理 産 業 廃 棄 物 の 量 別紙のと おり －

－

②計画

特別管理産業廃棄物の種類 別紙のと おり －

自 ら 熱 回 収 を 行 う
特 別 管 理 産 業 廃 棄 物 の 量 別紙のと おり －

自 ら 中 間 処 理 に よ り 減量 する
特 別 管 理 産 業 廃 棄 物 の 量 別紙のと おり

令和5

令和5



自ら 行う 特別管理産業廃棄物の埋立処分に関する 事項

【 前年度（ 　 年度） 実績】

t ｔ

（ こ れま でに実施し た取組）

【 目標】

t ｔ

（ 今後実施する 予定の取組）

特別管理産業廃棄物の処理の委託に関する 事項

【 前年度（ 　 年度） 実績】

t ｔ

t ｔ

t ｔ

t ｔ

t ｔ

（ こ れま でに実施し た取組）

（ 第４ 面）

①現状

特別管理産業廃棄物の種類 別紙のと おり －

自 ら 埋 立 処 分
を 行 っ た
特 別 管 理 産 業 廃 棄 物 の 量

別紙のと おり －

①現状

②計画

特別管理産業廃棄物の種類 別紙のと おり －

自 ら 埋 立 処 分
を 行 う
特 別 管 理 産 業 廃 棄 物 の 量

別紙のと おり －

特別管理産業廃棄物の種類 別紙のと おり －

全 処 理 委 託 量 別紙のと おり －

優良認定処理業者への
処 理 委 託 量 別紙のと おり －

再生利用業者への
処 理 委 託 量

別紙のと おり －

認定熱回収業者への
処 理 委 託 量

別紙のと おり －

令和5

令和5

認定熱回収業者以外の
熱回収を 行う 業者への
処 理 委 託 量

別紙のと おり －

・ 中和水 ：  助燃材と し て使用（ サーマルリ サイ ク ル）
・ 中間処理後の残渣・ ス ラ グ（ 中和汚泥） 路床材やエコ ブロ ッ ク 、 セメ
ント 原料の一部と し て有効利用（ ゼロ エミ ッ ショ ン ）



【 目標】

t ｔ

t ｔ

t ｔ

t ｔ

t ｔ

（ 今後実施する 予定の取組）

【 前年度（ 　 年度） 実績】

（ 今後実施する 予定の取組等）

　　※事務処理欄

現状維持： 2019( R01) 年度から 、 電子情報処理組織の使用を 開始し た。

電子情報処理組織の使用
に関する 事項

71. 22 ｔ

特 別 管 理 産 業 廃 棄 物

排 出 量

（ ポリ 塩化ビ フ ェ ニル廃棄物を 除く 。 ）

別紙のと おり －

全 処 理 委 託 量 別紙のと おり

優良認定処理業者への
処 理 委 託 量 別紙のと おり －

再生利用業者への
処 理 委 託 量

別紙のと おり －

－

－

現状を 維持する 。

令和5

認定熱回収業者への
処 理 委 託 量

別紙のと おり －

認定熱回収業者以外の
熱回収を 行う 業者への
処 理 委 託 量

別紙のと おり

（ 第５ 面）

②計画

特別管理産業廃棄物の種類



備考
　 １   前年度の特別管理産業廃棄物の発生量が50ト ン 以上の事業場ご と に１ 枚作成する こ と 。

　 ２ 　 当該年度の６ 月30日ま でに提出する こ と 。

　 ３ 　 「 当該事業場において現に行っ ている 事業に関する 事項」 の欄は、 以下に従っ て記入する
　 　 　 こ と 。
　 ( 1) ①欄には、 日本標準産業分類の区分を 記入する こ と 。
　 ( 2) ②欄には、 製造業の場合における 製造品出荷額（ 前年度実績） 、 建設業の場合における 元請
　 　 完成工事高（ 前年度実績） 、 医療機関の場合における 病床数（ 前年度末時点） 等の業種に応じ
　 　 事業規模が分かる よ う な前年度の実績を 記入する こ と 。
　 ( 3) ④欄には、 当該事業場において生ずる 特別管理産業廃棄物についての発生から 最終処分が終了
　 　 する ま での一連の処理の工程（ 当該処理を 委託する 場合は、 委託の内容を 含む｡) を 記入する こ
　 　 と 。

　 ４ 　 「 自ら 行う 特別管理産業廃棄物の中間処理に関する 事項」 の欄には、 特別管理産業廃棄物の
　 　 種類ご と に、 自ら 中間処理を 行う に際し て熱回収を 行っ た場合における 熱回収を 行っ た特別管
　 　 理産業廃棄物の量と 、 自ら 中間処理を 行う こ と によ っ て減量し た量について、 前年度の実績、
　 　 目標及び取組を 記入する こ と 。

　 ５ 　 「 自ら 行う 特別管理産業廃棄物の埋立処分に関する 事項」 の欄には、 特別管理産業廃棄物の
　 　 種類ご と に、 埋立処分し た量を 記入する こ と 。 なお、 中間処理を 行う こ と によ り 特別管理産業
　 　 廃棄物に該当し なく なっ た産業廃棄物を 海洋投入処分する と き は、 その量も 含めて記入する こ
　 　 と 。

　 ６ 　 「 特別管理産業廃棄物の処理の委託に関する 事項」 の欄には、 特別管理産業廃棄物の種類ご
　 　 と に、 全処理委託量を 記入する ほか、 その内数と し て、 優良認定処理業者（ 廃棄物の処理及び
　 　 清掃に関する 法律施行令（ 以下「 令」 と いう 。 ） 第６ 条の14第２ 号に該当する 者） への処理
　 　 委託量、 処理業者への再生利用委託量、 認定熱回収施設設置者（ 廃棄物の処理及び清掃に関す
　 　 る 法律第15条の３ の３ 第１ 項の認定を 受けた者） であ る 処理業者への焼却処理委託量及び認定
　 　 熱回収施設設置者以外の熱回収を 行っ ている 処理業者への焼却処理委託量について、 前年度実
　 　 績、 目標及び取組を 記入する こ と 。

　 ７ 　 「 電子情報処理組織の使用に関する 事項」 の欄には、 前年度の特別管理産業廃棄物の全発生
　 　 量（ ポリ 塩化ビ フ ェ ニル廃棄物（ 令第２ 条の４ 第５ 号イ から ハま でに掲げる も のを いう 。 ） を
　 　 除く 。 ） を 記入する こ と 。 その量が50ト ン 以上の者にあ っ ては、 今後の電子情報処理組織の使
　 　 用に関する 取組等（ 情報処理セン タ ーへの登録が困難な場合と し て廃棄物の処理及び清掃に関
　 　 する 法律施行規則第８ 条の31の４ に該当する と き は、 その旨及び理由を 含む。 ） について記入
　 　 する こ と 。

　 ８ 　 それぞれの欄に記入すべき 事項の全てを 記入する こ と ができ ないと き は、 当該欄に「 別紙の
　 　 と おり 」 と 記入し 、 当該欄に記入すべき 内容を 記入し た別紙を 添付する こ と 。 ま た、 特別管理
　 　 産業廃棄物の種類が３ 以上ある と き は、 前年度実績及び目標の欄に「 別紙のと おり 」 と 記入
　 　 し 、 当該欄に記入すべき 内容を 記入し た別紙を 添付する こ と 。 ま た、 それぞれの欄に記入すべ
　 　 き 事項がないと き は、 「 ―」 を 記入する こ と 。

　 ９ 　 ※欄は記入し ないこ と 。

（ 第６ 面）



特別管理産業廃棄物　処理計画書　内訳書 年度分 別紙

※取り扱う廃棄物の種類が１種類であっても，この表を作成してください。 数字（t）

①現状（前
年度実績）

②計画（今
年度計画）

①現状（前
年度状況）

②計画（今
年度計画）

①現状（前
年度状況）

②計画（今
年度計画）

（左記内
訳）優良認
定処理業
者へ処理を
委託した量

（左記内
訳）再生処
理業者へ
処理を委託

した量

（左記内
訳）認定熱
回収業者
へ処理を委
託した量

（左記内
訳）認定以
外の熱回
収業者へ
処理を委託

した量

（左記内
訳）優良認
定処理業
者へ処理を
委託する量

（左記内
訳）再生利
用業者へ
委託を委託

する量

（左記内
訳）認定熱
回収業者
へ処理を委
託する量

（左記内
訳）認定以
外の熱回
収業者へ
処理を委託

した量

1 廃油

2 廃酸 70.36 75.00 70.36 70.36 75.00 75.00

3 廃アルカリ

4 感染性廃棄物

5 鉱さい

6 汚泥 0.34 0.50 0.34 0.34 0.50 0.50

7 その他 0.52 1.00 0.52 0.52 1.00 1.00

71.22 76.50 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 71.22 71.22 0.00 0.00 0.00 76.50 76.50 0.00 0.00 0.00合計

廃　棄　物　の　種　類

廃棄物の排出の
抑制に関する事項

自ら行う産業廃棄物の
再生利用に関する事項

自ら行う産業廃棄物の
中間処理に関する事項

自ら行う産業廃棄物の
埋立処分

①現状（前年度状況） ②計画（今年度計画）

自ら中間処
理により減
量する量

自ら熱回収
を行った量

自ら中間処
理により減
量する量

事業場名 株式会社　アルバック　九州工場

産業廃棄物の処理の委託に関する事項

排出量 排出量
自ら再生利
用を行った

量

自ら再生利
用を行う量

自ら熱回収
を行った量

自ら埋立処
分を行った

量

自ら埋立処
分を行う量

全処理委
託量

全処理委
託量

①現状（前年度状況） ②計画（今年度計画）

令和6


